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一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

藤

田

孝
太
郎

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
穏
や
か
に
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
明
け
て
コ
ロ
ナ

に
暮
れ
て
、
新
年
も
ま
た
コ
ロ
ナ
で

す
。
こ
れ
は
全
世
界
が
共
通
し
た
問

題
で
あ
り
、
全
世
界
が
取
り
組
み
を

共
有
す
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

農
耕
民
族
で
あ
る
我
が
国
に
お
い

て
は
、
牛
は
大
切
な
動
物
で
あ
り
、

令
和
三
年
は
辛
丑
（
か
の
と
う
し
）

で
す
が
、
丑
年
（
う
し
ど
し
）
は
「
こ

れ
か
ら
発
展
す
る
前
触
れ
（
芽
が
出

る
）」
と
い
う
よ
う
な
年
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
全
道
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
や
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
、

行
事
が
延
期
や
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
こ
そ
は
全
道
の
加
盟
団
体

会
員
の
皆
様
が
、
１０
月
に
は
帯
広
で

再
会
で
き
る
こ
と
を
心
底
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
１０
月
よ
り
、
国
内
便
の
航
空

旅
客
機
は
身
体
障
が
い
者
の
等
級
が

何
級
で
も
、
介
助
者
に
も
航
空
運
賃

の
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て
道
北

の
小
さ
な
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

も
協
会
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、

収
益
活
動
に
取
り
組
み
出
し
て
お
り

ま
す
。
従
来
の
収
益
活
動
の
継
続
や

新
し
い
形
の
収
益
活
動
な
ど
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
自
助
努

力
に
取
り
組
む
協
会
が
少
し
ず
つ
で

す
が
増
え
て
参
り
ま
し
た
。

北
身
協
は
、
運
営
財
源
の
危
機
的

状
況
か
ら
抜
け
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、「
今
後
も
牛
の
歩
み
、
あ
る
い
は

亀
の
歩
み
」
と
言
わ
れ
よ
う
と
も
、

「
人
跡
繁
け
れ
ば
（
ひ
と
あ
と
し
げ

け
れ
ば
）
山
も
窪
む
（
や
ま
も
く
ぼ

む
）」
の
例
え
の
よ
う
に
前
進
し
て

参
り
ま
す
。

本
年
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
ま

す
が
、
丑
年
の
由
来
が
中
長
期
的
に

み
て
も
本
当
に
訪
れ
る
よ
う
に
、
役

職
員
一
同
、
粉
骨
砕
身
の
努
力
を
し

て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令令
和和
三三
年年

元元
旦旦

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長

藤
田
孝
太
郎

副
会
長

東
海
林
繁
幸

副
会
長

伊
東
ミ
ツ
子

常
務
理
事

泉

司

理

事

若
山

武
信

理

事

今

順
子

理

事

熊
木
喜
美
夫

理

事

長
谷
川
照
男

理

事

石
田

正
義

理

事

木
村

正
裕

理

事

川
口
き
よ
子

監

事

工
藤

公
人

監

事

田
中

利
和

加
盟
団
体
代
表

石
狩
支
庁

石
塚

豊

渡
島
地
区

菅
野

文
夫

檜
山
地
区

阿
部
喜
美
夫

後
志
地
区

佐
々
木

栄

空
知
地
区

熊
木
喜
美
夫

上
川
地
区

小
林

忠
義

留
萌
地
区

五
日
市
忠
二

宗
谷
地
区

東
海
林
繁
幸

網
走
地
区

木
全

知
明

胆
振
地
区

堂
前

文
男

日
高
管
内

長
谷
川
照
男

十
勝
地
区

齊
藤

徹

釧
路
地
区

石
田

正
義

根
室
地
区

島
影

文
子

函
館
市

佐
藤

秀
臣

小
樽
市

赤
坂

勝

室
蘭
市

政
田

一
美

釧
路
市

住
田

林

帯
広
市

田
中

利
和

北
見
市

白
幡

浩

夕
張
市

小
林

孝
雄

岩
見
沢
市

高
柳

利
雄

網
走
市

井
上

義
則

苫
小
牧
市

井
上

政
一

稚
内
市

石
内

忠

美
唄
市

花
田

邦
則

芦
別
市

中
嶋

利
夫

江
別
市

千
葉
セ
ツ
子

赤
平
市

若
山

武
信

紋
別
市

藤
田
孝
太
郎

士
別
市

西
田

悦
朗

名
寄
市

秋
山

秀
雄

三
笠
市

黒
田

浅
江

根
室
市

淀
川

ス
キ

千
歳
市

伊
東
ミ
ツ
子

滝
川
市

川
口
き
よ
子

砂
川
市

大
橋

俊
彦

会
長
代
行

歌
志
内
市

佐
々
木
と
き
子

深
川
市

星
野

賢

富
良
野
市

渡
辺

寛
子

登
別
市

今

順
子

恵
庭
市

泉

司

伊
達
市

木
村

正
裕

北
広
島
市

佐
々
木
紀
雄

石
狩
市

赤
山

好
明

北
斗
市

白
石

勝
美

北
海
道
視
覚
障
害
者
福
祉
連
合
会

島

信
一
朗

北
鈴
会（
咽
頭
摘
出
者
福
祉
団
体
）

草
原

敏
道

北
海
道
中
途
難
失
聴
者
協
会

佐
々
木
亜
規
子

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
北
海
道
支
部

山
口
理
喜
三

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 藤 田 孝太郎
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
北
身
協
の
運
営
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

派
遣
事
業
の
利
用
に
つ
い
て

ご
家
族
や
ご
近
所
に
、
視
覚
に
障

が
い
の
あ
る
方
で
、
耳
の
聞
こ
え
が

悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
、
あ
る
い

は
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
目

が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

当
協
会
で
は
、
在
宅
の
「
視
覚
と

聴
覚
に
重
複
し
て
障
が
い
が
あ
る
方

（
盲
ろ
う
者
）」
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
移
動
の
支
援
を
行
う
「
通

訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

身
近
に
「
盲
ろ
う
者
」
の
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
こ
の
事
業
が
通
院

や
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る
こ
と

を
お
伝
え
い
た
だ
き
、
当
協
会
に
も

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
利
用
料
金
は
無
料
で
す
�

利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四
階

北
海
道
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

（
一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

電

話

０１１
（
２５１
）
９
３
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

※

札
幌
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

札
幌
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
０１１
（
６４１
）
８
８
５
３
）
へ
、
お
問

い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

で
は
、「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
」

の
派
遣
は
最
も
濃
厚
接
触
と
言
え

る
活
動
で
あ
り
、
利
用
者
も
通
訳
・

介
助
員
も
、
お
互
い
に
清
潔
を
保

ち
、
活
動
中
で
も
極
力
密
集
し
た

ス
ペ
ー
ス
を
避
け
、
周
囲
の
状
況

を
い
ち
早
く
捉
え
た
行
動
に
徹
し

て
、
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
ご
本
人
及

び
ご
家
族
等
か
ら
の
悩
み
（
法
的
手

続
き
・
人
権
等
に
関
す
る
相
談
）
に

対
し
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
の
対
象

道
内
全
域
（
札
幌
市
を
除
く
）
の

障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

札
幌
市
内
の
方
は
【
障
害
者
あ
ん

し
ん
相
談
（
０１１
（
６３３
）
１
３
１
３
）】

等
の
窓
口
を
ご
利
用
下
さ
い
。

受
付
時
間

平
日
（
月
〜
金
）

９
時
か
ら
１７
時
ま
で

（
電
話
ま
た
は
面
接
）

※
時
間
外
・
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
留
守
番
電

話
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

定
例
相
談
（
弁
護
士
相
談
）

毎
月
１
回
（
原
則

第
４
火
曜
日
）、

定
例
相
談
と
し
て
弁
護
士
に
よ
る
専

門
相
談
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

弁
護
士
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
予
約
が
必
要
で
、
相
談
概

要
の
他
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
相
談
の
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
）

主
な
相
談
（
相
談
料
は
無
料
で
す
。）

☆
法
律
に
関
す
る
相
談

例
え
ば
、
身
体
・
生
命
に
関
す
る

相
談
、
財
産
に
対
す
る
侵
害
、
相
続

関
係
、
金
融
消
費
・
契
約
関
係
、
雇

用
・
勤
務
条
件
関
係
等

☆
人
権
擁
護
に
関
す
る
相
談

例
え
ば
、
職
場
・
施
設
・
隣
人
・

知
人
・
家
族
・
親
族
と
の
人
権
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル

☆
そ
の
他

必
要
な
相
談

【
受
付
・
お
問
合
せ
】

障
が
い
者
１
１
０
番
直
通
番
号

電

話

０１１
（
２５２
）
１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５２
）
１
２
３
５

注
）
こ
の
電
話
で
即
座
に
解
決
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

解
決
す
る
た
め
に
、
ど
う
す
る

べ
き
か
を
考
え
る
相
談
窓
口
で
す
。

一 般 社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

（北のチャレンジドショップ）http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

株
式
会
社

札
幌
義
肢
製
作
所

代
表
取
締
役

関

喬

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
六
丁
目

電
話
代
表
（
〇
一
一
）
二
四
一
―
〇
九
八
六
番

有
限
会
社

野
坂
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目

電

話（
〇
一
一
）二
二
一
―
一
四
〇
六
番

株
式
会
社

馬
場
義
肢
製
作
所

函
館
市
豊
川
町
一
五
の
一
七

�（
〇
一
三
八
）二
二
―
二
六
一
五
番

札
幌
市
北
区
太
平
七
条
二
丁
目

�（
〇
一
一
）七
七
四
―
三
〇
二
二
番

室
蘭
市
母
恋
北
町
一
の
三
の
六

�（
〇
一
四
三
）二
二
―
五
五
二
九
番

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

�（
〇
一
五
四
）四
一
―
三
五
四
六
番

株
式
会
社

田
村
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
東
五
丁
目

電
話（
〇
一
一
）㈹
二
〇
〇
―
二
七
七
七
番

帯
広
支
店

帯
広
市
大
通
南
十
五
丁
目
二
十
番
地

電
話（
〇
一
五
五
）二
七
―
二
四
八
九
番

有
限
会
社

千
葉
義
肢
製
作
所

釧

路

市

若

草

町

七

番

二

号

電

話（
〇
一
五
四
）二
二
―
〇
三
八
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
五
四
）二
五
―
九
五
八
八
番

有
限
会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
四
丁
目
二
二
一
―
一
四
六

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
―
一
五
五
〇
番

合
同
会
社

道
北
義
肢
製
作
所

所

長

舛
田
裕
司

旭
川
市
五
条
通
十
二
丁
目
六
一
七
番
地

電

話（
〇
一
六
六
）二
四
―
五
二
三
一
番

広
告
募
集
中

一
枠
で
も

二
枠
で
も

三
枠
で
も

障
が
い
者
�
�
�
番

新
年
の
ご
挨
拶

（令和３年１月１日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第８０１号）（１）
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（
釧
路
新
聞
令
和
２
年
１１
月
１０
日
号
掲
載
）

北
身
協
新
聞
８００
号
の
続
報

令
和
２
年
１０
月
２１
日
、
釧
路
市
ニ

ュ
ー
阿
寒
ホ
テ
ル
で
、
釧
路
地
区
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
（
石
田
正
義
会

長
）
が
、
二
○
二
○
年
度
分
会
幹
部

及
び
会
員
研
修
会
を
開
き
、
釧
路
管

内
の
各
分
会
幹
部
約
３０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
動
画
を
活
用
し
、

感
染
症
予
防
と
健
康
管
理
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
九
州
大
学
名
誉

教
授
の
矢
原
徹
一
氏
に
よ
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
科
学

入
門
編
」
と
、
大
阪
府
の
感
染
管
理

認
定
看
護
師
に
よ
る
「
感
染
症
の
最

新
情
報
と
予
防
法
」、
日
本
赤
十
字

社
の
「
ウ
イ
ル
ス
の
次
に
や
っ
て
く

る
も
の
」
の
３
本
で
し
た
。

感
染
予
防
に
つ
い
て
は
、
外
出
先

か
ら
帰
宅
後
な
ど
の
家
庭
内
に
お
け

る
手
洗
い
の
徹
底
に
つ
い
て
寸
劇
形

式
で
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
は
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
よ
り
恐
ろ
し
い
も
の
と
し

て
、
不
安
や
恐
怖
か
ら
く
る
非
難
や

差
別
や
中
傷
を
挙
げ
、「
正
し
く
知

り
、
正
し
く
恐
れ
る
」
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
、
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
釧
路
市
の
感
染
予
防

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
使
用
し
、
マ
ス
ク

の
装
着
や
手
指
消
毒
な
ど
具
体
策
に

つ
い
て
も
解
説
し
、
参
加
者
は
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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９
月
２６
日
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま

し
た
「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
現

任
研
修
」
で
す
が
、
１０
月
の
後
半
は

１８
日
と
３１
日
で
し
た
。

１８
日
は
、
午
前
に
「
場
面
別
応
用

通
訳
・
介
助
技
術
」
の
屋
外
編
と
い

う
こ
と
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ

る
場
所
で
の
介
助
に
つ
い
て
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
乗
り
降
り
だ

け
で
な
く
、
乗
る
前
の
通
訳
介
助
や
、

乗
っ
て
い
る
時
の
介
助
員
の
立
ち
位

置
や
行
動
に
つ
い
て
も
、
実
技
を
通

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
実
習
」
と
い
う
こ
と
で
、
弱

視
手
話
や
触
手
話
を
必
要
と
す
る
盲

ろ
う
者
と
健
常
者
を
交
え
た
中
で
の

会
話
の
場
面
で
の
通
訳
や
、
触
手
話

の
で
き
な
い
盲
ろ
う
者
間
の
会
話
の

通
訳
介
助
な
ど
、
様
々
な
通
訳
方
法

を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
実
習
を
し
ま
し
た
。

３１
日
は
、「
情
報
伝
達
の
技
術
」
に

つ
い
て
で
し
た
。
状
況
の
変
化
の
伝

え
方
や
、
状
況
説
明
を
、
ど
う
適
切

に
す
る
か
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

私
達
が
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る

日
常
の
普
通
の
事
象
の
中
か
ら
、
通

訳
・
介
助
員
と
し
て
、
盲
ろ
う
者
に

伝
え
る
必
要
性
の
あ
る
事
柄
の
選
択

や
判
断
が
難
し
く
、
講
師
へ
の
質
問

も
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

※
１１
月
１
日
（
最
終
日
）
に
つ
い
て

は
、
次
号
掲
載
予
定
で
す
。

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

特
別
会
員
の
ご
案
内

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
で
は
、
身

体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
特
別
会

員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

▼
会
員
特
典

Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
、
片
道
・

往
復
・
連
続
乗
車
の
い
ず
れ
か
で
、

２
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
時

は
、
特
急
券
等
を
２
割
〜
３
割
引
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
ご
利
用
に
な
れ
な
い
列
車
、
割
引

対
象
外
期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
駅

の
窓
口
で
ご
確
認
下
さ
い
。）

▼
入
会
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
、

男
性
６０
歳
・
女
性
５５
歳
以
上
の
方

▼
年
会
費
（
入
会
金
は
い
り
ま
せ
ん
。）

一
人

１
�
４
０
０
円

▼
割
引
率

【
新
規
会
員
】

初

回
…
３
回
目
〜
２
割
引

４
回
目
…
２０
回
目
〜
３
割
引

【
更
新
会
員
】

初
回
か
ら
３
割
引

▼
割
引
の
対
象
除
外
期
間

①
４
月
２７
日
〜
５
月
６
日

②
８
月
１０
日
〜
８
月
１９
日

③
１２
月
２８
日
〜
１
月
６
日

※
ジ
パ
ン
グ
手
帳
の
到
着
は
、
お
申

し
込
み
か
ら
約
３
週
間
程
度
の
時
間

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご

了
承
下
さ
い
。

更
新
手
続
き
は
１
ヶ
月
前
か
ら
可

能
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
新
規

会
員
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め

の
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
更
新
日
の
お
知
ら
せ
は
お
送
り
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。）

お
電
話
の
際
は
、
お
手
元
に
ジ
パ

ン
グ
手
帳
と
障
害
者
手
帳
を
ご
用
意

下
さ
い
。

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

各
地
区
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

及
び
左
記
へ

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

０１１
（
２５１
）
１
５
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８
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い
け

う
ち

ま

り

こ

室
蘭
市

池
内

満
里
子

こ
う

よ
う

じ
ゅ

そ
う

い
き

は

か
げ

こ
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さ
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が
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い
け

う
ち

ま

り

こ

室
蘭
市

池
内

満
里
子

か

い

い
の
ち

い
っ
ち
ょ
く
せ
ん
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日
頃
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽

部
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
た
る
３
月
（
年
度
末
）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
勝
手
な
お

願
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
左
記
の
と

お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
年
度
末
受
付
締
切
日

（
書
類
及
び
入
金
必
着
）

令
和
�
年
�
月
１８
日
（
木
）

★
受
付
開
始
日

令
和
�
年
�
月
�
日
（
木
）

会員手帳
更新手帳（左・色は緑）と
新規会員（右・色は赤）

早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
部
か
ら
の
お
願
い

一

投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

の
２５
日
ま
で
の
受
付
（
必
着
）
と

い
た
し
ま
す
。

二

作
品
に
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
区
分
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

三

読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字
に
は

必
ず
ル
ビ
を
付
け
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四

ご
投
稿
の
際
に
は
、お
名
前
・
ご

住
所
の
他
に
電
話
番
号
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
の
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。読
み
方
等
の
確
認
の
ご
連
絡

を
差
し
上
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
投
稿
い
た
だ
い
た
作
品
は
極
力
掲

載
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
紙

面
構
成
の
都
合
上
、
お
一
人
様
三

点
ま
で
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

（
掲
載
希
望
順
位
の
付
記
を
お

願
い
し
ま
す
。）

ま
た
、
文
芸
欄
で
は
作
品
の
季

語
と
発
行
月
の
季
節
に
ズ
レ
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

何
卒
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
宛
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

※
初
め
て
投
稿
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎

で
す
。
是
非
、
投
稿
し
て
下
さ
い
。

令
和
３
年
度
の
予
定

★
令
和
３
年
度

定
期
総
会

令
和
３
年
６
月
１５
日（
火
）

１０
時
３０
分
〜
（
予
定
）

★
令
和
３
年
度

事
務
担
当
者
会
議

令
和
３
年
７
月
８
日（
木
）

１３
時
３０
分
〜
（
予
定
）

★
令
和
３
年
度

全
道
福
祉
大
会

令
和
３
年
１０
月
３
日（
日
）

９
時
３０
分
〜
（
予
定
）

帯
広
市
に
て
開
催
予
定

（
ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人

にっしんれん収益事業 http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／cgi�bin＿1／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

NPO
法 人

砂
川
市
東
五

条

南

四

丁

目

二

－

十

二

砂

川

市

自

立

支

援

セ

ン

タ

ー

内

電

話
（
〇
一
二
五
）
五
二
―
二
八
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
二
五
）
七
四
―
六
九
三
六

だ
れ
も
が
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

ご
利
用
者
様
と
伴
に
歩
め
る
介
護
ヘ
ル
パ
ー
募
集
中
！
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札
幌
市
東
区
北
十
四
条
東
十
四
丁
目
六
―
二
―
五
光
星
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
一
）七
四
八
―
六
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
一
）七
四
八
―
六
二
二
一

障
害
者
支
援
施
設

社会福祉
法 人

北
海
道
宏
栄
社

〒
０４７�

００１１

小
樽
市
天
神
２
丁
目
８
番
２
号

電

話

〇
一
三
四－

二
五－

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
三
四－

二
九－

三
二
八
四

◆障害者支援施設
◆障害福祉サービス事業所
◆特別養護老人ホーム
◆障害児通所支援事業
◆救護施設 他

施設利用、見学等をご希望の方は
お気軽にご連絡下さい

�０７９�１１３５
赤平市錦町２丁目６番地
TEL０１２５�３２�３２２１

会
員
募
集
中
�

北
身
協
で
は
札
幌
と
旭
川
を
除
く
全
市
町
村
で

身
体
障
害
者
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
町
村
役
場
障
が
い
担
当
窓
口
ま
で
�

実
際
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
の
介
助
の
実
習
場
面

感染症予防について学んだ研修会

（２）（第８０１号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（令和３年１月１日）


